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[要旨] Amoeba proteus はアメーバ運動の際に，細胞の前後で活発なゾル‐ゲル変換を行うが，この機構は明らかになってい

ない。そこで，アクトミオシンを用いたモデル系の流動を観察し，アクトミオシン溶液のゾル‐ゲル変換について調べた。

その結果，流速が速い部分では，凸型の流速を示した。これは，ずり応力の上昇によってゲルがゾル化したと考えられる。

次に，生体における細胞質の流動を調べたところ，この流動と類似していた。 これらの結果から，アメーバ運動において，

ずり応力によってゾル‐ゲル変換が起きている可能性が示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




